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光
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ヒント

「とりが」「犬が」の ように、だれ（何）が するのかを 思

いうかべて、できる ことを えらぼう。

できたら
はなまる 文と 作文 ・ つぎは 「いつ・どこで・何を」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく2ねんせい ・ こくご ・ k2-65

だれが・どうする
やさしい ★☆☆ ・ 「だれが」に 合う「どうする」

作
文と 作文

何を する
かな



なまえ ひづけ がつ にち
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き
の
う
、
公
園
で 

弟
が

ボ
ー
ル
を 

な
げ
た
。

の 

こ
と
ば
は
、
ど
れ
に 

あ
た
る
か
な
。
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く
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ご
う
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書
こ
う
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3

弟
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ボ
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父
が 

朝 

家
で 
新

聞
を 

読
ん
だ
。

の 

こ
と
ば
は
、
ど
れ
に 

あ
た
る
か
な
。
上
の

わ
く
の 

記
ご
う
で 

書
こ
う
。

6

父
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7
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8

家
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できたら
はなまる 文と 作文 ・ つぎは 「ならべて 文を 作ろう」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく2ねんせい ・ こくご ・ k2-66

いつ・どこで・何を
ふつう ★★☆ ・ 文の 中の ことばの やくわり

作
文と 作文

いつ？ どこで？
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1

下
の 

こ
と
ば
を
「
だ
れ
が →

 

何
を →

 

ど
う
し
た
」
の 

じ

ゅ
ん
に 

な
ら
べ
て
、
□
に 

1
〜
3
を 

書
こ
う
。

ね
こ
が

お
い
か
け
た

ね
ず
み
を

2

「
い
つ →

 

ど
こ
で →

 

だ
れ
が →

 

何
を →

 

ど
う
し
た
」

の 
じ
ゅ
ん
に 

な
ら
べ
て
、
□
に 

1
〜
5
を 

書
こ
う
。

日
曜
日
に

買
っ
た

母
が

店
で

や
さ
い
を

ヒント

いつ → どこで → だれが → 何を → どうした の じゅん。

ない ものは とばすよ。

できたら
はなまる 文と 作文 ・ つぎは 「そして・でも・だから」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく2ねんせい ・ こくご ・ k2-67

ならべて 文を 作ろう
ふつう ★★☆ ・ 文の 組み立ての じゅんに ならべる

作
文と 作文

じゅんばんに
ならべよう


